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「新年度が始まって・・・」 
 

全日本写真連盟大阪府本部委員長 
広瀬裕子 

 
新年度が始まってあっという間の 3 ヶ

月委員長という大役を仰せつかりながら

何も出来てない、周りの方に助けられ今

日まできた感じ。 
大まかな、年間スケジュールは年初に

立ててあるものの、予定外のプチ撮影会

など活発に計画して下さるなど、ありが

たい事です。 
２回目のプチ撮影会は後の祇園まつり、

先の祭りは大変な人出ですが、これは少

しゆっくり撮影を楽しんでもらえるので

はないかと思っています。またこの日は

撮影の後のお楽しみもあるようでこちら

も盛り上がりが期待されます。 
夏の撮影会は 36 名の方の参加をいた

だき 7 月 6 日に岡山・吹屋で無事終了。 
プチ撮影会の祇園祭りの後の祭りの撮

影が終わると天理で舞台撮影など次々と

提案して下さるのでありがたい事です。 
会員の皆さんも色々ご予定もおありで

しょうが撮影計画を立てて頂きご参加を

お待ちしています。 
秋には、今までに例のない撮影会を奈

良で予定しています。お楽しみにして頂

き 1 人でも多くのご参加をお待ちしてお

ります。 
執行部では皆さま方に喜んで頂ける企

画を考えておりますが、皆さま方でも何

かご提案があればよろしくお願いしたい

と思います。 

 

 

 

 

全日写連大阪府本部 秋の撮影会 

「なら」を写そう 
今回は目先を変えた撮影会にしたいと思い

大阪府を出て、古都奈良での撮影会となりま

す。広大な都市公園である奈良公園が今回の

舞台です。世界的な観光地ですが、ひとあじ

違った町の風景や歴史・自然をあなたの感性

で写し止めてください。 

A 、Bの２コースに分れて撮影します。体

力のある方は両方撮影していただくのも自由

ですが、コンテスト応募作品はその日のもの

に限ります。また、いわゆる奈良公園から遠

く外れた場所は対象外です。 

 

 

＜撮影会要項＞ 

日 時 ２０２３年１１月２３日（祝） 

撮影地  

（Aコース）高畑やならまち等の町歩き 

 集合場所（高畑の破石町バス停） 

（Bコース）市街地外周を巡る 

 正倉院→二月堂→春日大社→春日原生林 

 集合場所（東大寺南大門前） 

参加費 無 料 

 当日に集合場所で参加証をお渡しします。

コンテスト応募申込書と参加証を一緒に同

封してコンテストに是非ご参加ください。 

集合時間 いずれのコースも１０時集合 

コンテスト応募締切日 １２月２2日(金) 

 

（撮影会チラシはフォトアサヒ 11・12 月合併号に同

封します。大阪府本部 HP にも掲載しています） 
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●秋の撮影会 予告 
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❖会員との交流会を開催❖ 

去る６月３日に支部長または支部代表の 
方々や個人会員の方々と本部委員とによる交

流会が心斎橋の大成閣で開催されました。 
 新型コロナのまん延で、この３～４年は会

員の皆さまと本部委員との交流もままならず、

繋がりも希薄になっていました。今年度から

はコロナ以前の対面交流にできるだけ戻した

り、時代に合った運営方法に変更したりと模

索しております。その流れの中でこの交流会

が再開された次第です。今回は支部長または

支部代表者だけでなく、個人会員の方々にも

一緒に参加していただこうと思って、本部だ

よりやホームページで声掛けを致しましたが

残念ながら参加者はごく僅かでした。 
第１部として、全日写連総本部の林栄之理

事によるご挨拶の後、広瀬委員長により本部

委員の紹介が行われました。そして、澤野二

朗全日写連理事によりスクリーンに写真を写

しながらの講演が約１時間にわたって続きま

した。氏のフィールドワークでもある滋賀県

内の春夏秋冬の撮影ポイントや撮影方法など

は貴重なお話でした。 
それが終わってから第２部として、丸テー

ブルをはさんで中華料理を食べながらの懇親

会が始まりました。一部の方からですが、大

阪府本部に提言も寄せられてまいりましたの

で、今後はそれらを検討してまいります。会

場の都合上、十分な時間もとれずにお開きに

なってしまったことをお詫び申し上げます。 
 現在、大阪府本部所属の支部は４５支部で

すが、約半数の支部に参加いただきました。

まだまだコロナの影響が残っている支部も多

いとは思いますが、写真展を開催する支部も

だんだん増えて参りました。支部長も大変で

はございますが、支部会員の方々と連絡を密

にとっていただき、今後とも活発な写真活動

を続けていただくようにお願い申し上げます。 
           交流会担当 森下和彦 記 
 

＜澤野二朗 全日写連理事 による講演会＞ 

 
 

 
第 30回 

全日本シニア写真コンテスト 
 

締切り迫る！ 
30 回という節目を迎え、今年が最後の

全日本シニア写真コンテストとなります。 
レベルが高いと評されてきた当コンテ

ストの名誉を手にできる最後のチャンス

です。是非とも奮ってご参加ください。 
■ 締切り 
2023 年 9 月 15 日（金）   必着 
■ 賞 
 金賞 1 点 商品券 5 万円分 

 副賞 キヤノン製品 
 銀賞 3 点 商品券 3 万円分 

 副賞 キヤノングッズ 
銅賞 5 点 商品券 1 万円分 

 副賞 キヤノングッズ 
 入賞 40 点まで  記念品 
■ 応募料 
応募点数にかかわらず、会員：2,000 円

一般：3,000 円 
郵便振替でお納めください。 
■ 応募資格 
2023年 12月 31日現在で 60歳以上の方。 
■ 応募内容 
A4サイズ 単写真のみ。一人 5点まで。

未発表の作品に限ります。 
詳細はチラシまたは全日本写真連盟大

阪府本部ホームページをご覧ください。 
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春の撮影会コンテスト審査結果発表  

 
今年度の「春の撮影会」は、大阪府本部では初め

てとなる交野市私市の「大阪公立大学附属植物園」

において、4月 9日（日）遠方にも拘わらず 151 名

の多くの会員や一般の方に参加して頂きました。 

今年も桜の開花が早く進み、ソメイヨシノや枝

垂れ桜はすでに満開を過ぎていましたが、園内に

は八重桜を始め自然の草花や珍しい樹木が豊富で、

参加者は植物園での自然を求めて会心の一枚を狙

ってシャッターを切り、楽しい一日を過ごされま

した。 

作品審査会は 5 月 16 日に無事終了しましたの

で、入賞・入選作品を発表いたします。 

 

＜審査委員長総評＞ 

入賞・入選された方おめでとうございます。 

今回の春の撮影会は、私市にある植物園で各自、

自由に撮って下さいという事でした。応募された

作品を見てみますと、花や木の作品が少なかった

ように思います。 

人気のある被写体。『呼吸根』いうのでしょうか、

こぶのような形の植物の前に多くのカメラマンが、

シャッターを切っていました。応募作品にも多く

出品されていて同じような作品も見受けられまし

た。ただ、珍しいから、面白そうな形をしているか

ら撮ったというのではなく、「私はこの被写体をこ

う表現したんだ」という作者の意図がよくわかる

作品が入賞・入選ラインに上ってきました。 

また、一般の人々を上手く捉えられて作画され

た作品も何点かありました。 

「植物園では植物を撮る」これも良いと思いま

すが、型にはまらず視点を変えて被写体を見つけ

作品作りされた事は良かったと思いました。 

これからも、撮影会、コンテストなど作品作り

に頑張ってください。 

審査員：鍋釜一詩（委員長）、毛利秀明、 

津田裕己、鈴木一彦、太田晃郎 

〇推薦  「陽光」 筒井利枝子（吹田市） 

〇特選  「不安と期待」 高木正志（豊中市） 

     「春の陽」 古地愛子（大阪市） 

     「春の息吹」 西村光康（奈良市） 

〇準特選 「浮遊」 平須賀賢吉（枚方市） 

     「春空へ！」 石崎正和（高槻市） 

     「水辺の杉林」 本田美恵子（吹田市） 

     「明日の糧」 古地幸男（大阪市） 

     「格闘技」 佐藤博司（吹田市） 

〇入選  斉藤 貴、木下修二、中矢明治、亀井登

美恵、（以上大阪市）、荒川惣平（吹田市）、汐崎俊

夫（守口市）、大谷美佐子（枚方市）、金山童化（四

条畷市）、梅田喜信（松原市）、志馬 昂（京都市）、

平 浩明（向日市） 

 

＜推薦  「陽光」 筒井利枝子＞ 

◎見ないと損ですよ◎ 

最近は「You Tube」を見る人も多くなってい

ますが、全日本写真連盟でも動画配信を行ってい

ます。写真に関する興味ある動画を沢山見ること

ができます。 

 
＜＜全日本写真連盟チャンネル＞＞ 

・コンテストの講評 

・プロ写真家の撮影指導 

・「全日本写真連盟アカデミー」 

・役立つ情報満載 
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大阪府本部「夏の撮影会」開催 

 
 
大阪府本部では７月６日、岡山県高梁市吹屋

ふるさと村で「夏の撮影会」を行いました。 
吹屋ふるさと村は標高５００m の高原に位

置し、赤銅色の石州瓦や弁柄色の古い家が軒を

連ねる赤い町並みで、独特の景観を醸し出し、

古き時代にタイムスリップさせてくれます。 
大阪から約３時間半かかりましたが、３６名

の会員／非会員、委員の方が参加され、吹屋ふ

るさと村の独特な空間を、各自、会心の一枚を

狙って、切り取っていました。梅雨の末期の暑

い中ではありましたが、楽しい一日を過ごしま

した。 
大阪府本部委員 毛利秀明 

 

 

 

＜第 4回いきものフォト展＞ 

【いきものフォト支部 稲葉 修】 

 

サカハチチョウ 夏型 

 
春から夏、野山を歩いていると思いがけなく

珍しい被写体に出会うことがあります。そのと

きは胸がドキドキし、必死に手ブレを防ぎなが

ら撮影しています。 

サカハチチョウもその中の一つです。金剛山

への道をゆっくり歩いていると不意に目につ

きました。逃げないでと心の中で叫びながらレ

ンズを向けました。黒地にくっきりと白く逆八

の字形の模様を持つ夏型です。春型とは翅の色

や模様が随分違うのが不思議です。 
帰宅後、プリントしてみるとヒメジオンの花

に小さな甲虫が写っており一層感激しました。 
みなさん私たちのクラブに参加して、ワイワ

イ言いながら虫たちを追いかけてみませんか。

楽しいですよ。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府本部ホームページ 

 

 

全日本写真連盟 大阪府本部事務局 

〒530-0005 大阪市北区中之島 2-3-18 

中之島フェスティバルタワー15F 

Tel  06-6201-8006  Fax 06-6201-0285 

メール： nissyaren＠osaka.email.ne.jp 

茨木支部第 39 回写真展 
9 月 6 日（水）〜9月 12 日（火） 
茨木市市民総合センター1階ギャラリー 

 
第 29 回吹田写友展 

 9 月 12 日（火）〜9月 17日（日） 
 吹田市民文化会館（ﾒｲｼｱﾀｰ）1階展示室 
 
第 49 回土筆支部展 

 9 月 14日（木）〜9月 19 日（火） 
（心斎橋）ピルゼンギャラリー3F 

 
第 40 回くらぶ Root 特別展 

 10月 4日（水）〜10月 9日（月） 
大阪駅前第２ビル 5F ギャラリー 

 
第 29 回守口支部写真展 
10月 20日（金）〜10月 25日（水） 
守口文化センター ギャラリー 
 
第 39 回写真クラブ APO 展 

11 月 1 日（水）〜11 月 6日（月） 
富士フイルムイメージングプラザ大阪 

 

写真展のご案内 

読者の広場 
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